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   In the present paper, the author attempted to investigate the vital staining pictures 
of the spleen and liver of rats, which had been used for the previous study. 
   The results obtained were as follows  :
   (1) The weight of spleen increased following the estrogen administration and orchidec-
tomy, but decreased in the case of the cortisone administration. The weight of liver in-
creased follwing the estrogen administration, while no change was observed in the case of 
the orchidectomy and cortisone administration. 
   (2) Histological changes of the  spleen  : following the estrogen administration and or-
chidectomy in the early stage, vitally stained cells in the red pulp moderately increased, 
while later decreased gradually, and the splenic reticulum and sinuses became to be dilate. 
In the case of the cortisone administration, vitally stained cells decreased, while the reti-
culum and sinuses were reduced in size. 
   (3) Histological changes of the liver  : following the estrogen administration and or-
chidectomy,  Kupffer's stellate cells were markedly increased, and the shrinkage of liver 
cells and the expansion of hepatic sinusoids were observed. In the case of the cortisone 
administration, the stellate cells moderately decreased, and the swelling of the liver cells 
and the closing of hepatic sinusoids were observed. 
   (4) From the above results, it may be concluded that the estrogen administration and 
orchidectomy resulted in the stimulation of reticulo endothelial cells in the spleen and 
liver, leading to the mobilization of histiocytes in these  organs  ; the cortisone administra-
tion resulted in a slight mobilization of histiocytes into the prostate.
緒方一前立腺間質結合織増生へ及ぼす抗男性ホルモン療法の影響についての実験的研究(第2報)983
緒 言
余は前報に於 て抗 男性 ホルモ ン療法(去 勢,
Estrogen或はCortisone投与並 にそれ等 の組
合せ)は,療 法 開始 の初めに於 ては前立腺 間質
の組織球に増多が招来 され るが,間 質 の増 生 と
共に組織球は減少する ことを報告 した.Nico1
(1952)1}はEstrogen投与が脾及 び肝 に於 ても
macrophagesに可成 り強 い変化 を来 す ことを
認め,抗 男性ホルモン療法 に際 してみ られ る前
立腺の間質増生 と網 内系 との間に可成 り密接 な
関係があるとしたが,余 も前 報につづ いて抗男
性ホルモン療法 の脾及び肝の網内系 へ の 影 響









































































































































































































































































































































































し,生染によ参磁素を鍾懇 こ貧食す る.グ 妻ソソi轍こ
於ける組織球は極めて少ない.
E投与1週群では星細胞の増加及び肥大がみられ,









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































細胞の集団益々顕著とな り,濾胞様を呈す る所 もあ











































































































































































膨化が強 く,脾洞は強 く開大 して赤血球を充満する,
生染細胞は1週群より多少増加し円形化細網細胞が脾
洞内に散見される.濾胞は脾髄に圧 されて縮小し,芽
























































網 内系の代表 的臓器 で ある脾 に癌の転移が極
め て少 ない事 実は,悪 性腫瘍の発育 と網内系 と
の関係 に古 くか ら注 目をひか しめ,脾 別が移植
腫 瘍 の発育 を 促進す る と の 報 告(Apolant,
ユ9137)を初 め,脾 に抗腫 瘍物質 が存在 す るとの
主 張(Fichera,19338):Waterman,19279)),
網 内系 の障碍が腫瘍 の移植率並 びに発育を促進
す る との報告等,網 内系に抗腫瘍 性が あるとす
る業 績は多 く,し か も一般 の認む る所 であ る.
性ホルモ ンと網 内系に就 ては,オ ーホル ミソ
(卵巣実質ホル モン+少 量 の甲状腺 ホル モソ)
の 少量投与 は網 内系機能 へ抑制的 な,連 続投与
は 充進 的な影響(内 野,193310))を,或は卵胞
ホル モン連続投与 は無 影響で(小 牧,193Sii})
同ホルモンの過剰投 与は機能 充進(角 田,1940
12))を,雄 性家 兎にエナルモ ン,雌 性家兎 にオ
パ ホル モソ投与 は 網 内系 の機能充進(福 岡,








を,DOCAは 機能 充進(井 関,19S622))を来
す ことが報告 されてい る.叙 上の如 くホルモ ン
投与或 は去勢 の網 内系 への影響 に就 ては,相 反
す る報告がみ られ るが,こ れは投与 ホルモ ンの
純度或 は投与量 の異 な りも さること乍 ら,網 内
系機能検査法 も種 々異つ ている ことも亦大 いに
関係 してい ると思われ る.余 はtrypanblue生
体 染色法を用いたが,本 色素 は拡散性 が強 く.
ために一般 に貧食 能が弱い とされ る結合織 の線
維芽細胞,肝 に於 け るsinusoid固有内皮細胞



















られ,壊 血臓器(主 として脾,肝 の網内系)の















フス混合 ワクチソを投与 して脾を刺戟 し,投与
初期には肥大貧食型及び老熟型細網 細胞 の増








































Cortisone投与は脾髄 々索 に於 け る細胞増加
状態を招来す るが,細 網細胞 の著 減,脾 洞 の縮
小・濾胞の腫大がみ られ略 々井関(1956)2fi,が
網内系機能低下 を認 めたものに類 似の所見がみ
られた.Cortisone投与 の前立腺 の影 響 は少
く・僅かにhistiocyteの数的変化,間 質結合
織の増生に止つた(既 に第1報 で述 べた)ス
ロン溶媒の投与ではE投 与の場合 と逆 に顕著で
はないがCortisone投与 の場 合 に類似 した網
内系へ障碍的 と思推 され る所見 を呈 した 。去勢
後 にCortisoneを投与 す ると初期 には脾髄 々
索の髪粗化,脾 洞 の開大,細 網細胞 の著減等去
勢だけの場合 と略 々等 しい所見がみ られた.只
リンパ球様細胞の集団 を認 める事が去勢群 と異
な るが,矢 張 り脾網 内系元進を思推 され る像 が
認め られ,Cortisoneの影響 は去勢 に よつて覆
われ転換 された如 くで あ り,前 立腺に 於 て も
histiocyteの数的変化,間 質結合織 の増生がみ
られ た.更 にCortisone投与持続 に より前立腺
に再拡大 が認 め られた時期(6,8週)に は脾
でも円形化細網細胞が去勢 だけ行つ た群 よりも
多数 にみ られ た ことは興味 ある ことで,E投 与
或は除睾術 に よる前立腺間質結合 織増生 と全 く
逆の推移即 ちfibroblast→histiocyte→血中移
行→脾 な る過程の存 在の可能性 も亦想定 で きる
様 であ る.
結合 織内組 織球に就 ては既 に19世紀末か ら多
くの研 究があ るが,大 別す ると1)リンパ球,単
球(血 管か ら遊 出)由 来 説(Ranvier,18902s):
Maximow,190929):Seemann,193030):杉山,
194231):臼淵,195132):Bloom,195333)),2)







分 化の完成せ る細胞では な く(石沢,19544i)),
起 源 も亦一つでは ない と考 えられ る.結 合織中
の組 織球には有害な細菌浸入 のみでな く,化 学
的物質 に よつて も著 しい変化 が招 来 され る(田
村,193342}43))雄性動物 にE優 位環境 をもた
らす ことに よ り,Nico1(1952)1)の主張 如 く
他 部の結合織(睾 丸間質結合織,皮 下結合織)
に比 べ て,前 立腺に明 らかに より著 しい間質に
於 け る増 加が認 め られたが,そ の起源 につ いて
は生体 防衛 反応 類似 状態 の誘 発 によ り既存 の組
織球 の分裂増殖 も思推 され るが同時 に,脾 に於
て認め られた所 見並 に組織球 の遊走能(杉 山,




も強 ち不 当ではない様に思われ る.
肝組 織所 見への影響 肝に於 てはE投 与 に よ
り明 らかな重量増加 が認め られたが,去 勢或 は
Cortisone投与では大 きな影響 はみ られ なかつ
た.肝 につい ても生体染 色の為注射 したtryp-
anblueの影響 を同様に検 したが,重 量 に於て
健常群(対 照群)平 均4.49に対 しtrypanblue
生体染色 のみを行 つた群 の平 均5.69で 明か に
増 加が,又 組織学的に も軽度の肝細胞 の萎縮及
び星 細胞の肥大が認め られた.
E投 与初期 の変化 としてみ られ た星細胞 の著
しい数 的増 加,肥 大及び貧食能 の増大,し か も
肝 細胞 には さした る萎 縮 はな くsinusoid,ディ
ッセ腔の拡 大はみ られず,グ リソソ鞘 に細 胞浸
潤 が認め られた所見は岡林(19SO23))のa型肝
炎(細 胞増生浸潤性反応)に 類似 し,E投 与晩
期 及 び去勢後早期 に認 め られた肝 細胞索 の著 し
い萎縮,sinusoid,ディッセ腔開大,星 網胞 の
肥大,貧 食能 の増加 は岡林(19SO23))のβ型肝
炎(漿 液滲 出組織融解性反応)像 と酷似 し,而
も何れ も岡林は壊血臓器 の機能 充進 像 と し た
が,実 験 中毒症(Eppinger,193544)),火傷
(Zink,19404fi》),極超短 波照射(梅 原,19SO46〕)
に も見 られ る所見で,網 内系機能 充進時 の所 見
(井関,19S626))と思推 され る.肝 星細胞 の如
き細網内皮が血中へ脱落 し組織球 とな り,こ れ
が前立腺間質結合 織或は其 の他 の結合 織中の組
織球増加 の一因 をなす と考 え られ るが,肝 では
脾 にみ られ た如 き生染細胞 の著 しい滅 少状 態が
招来 され なかつ た.即 ち肝網 内系 は性 ホルモ ン
環境 の変調 に対 し,脾 程鋭敏 に影響 されない様
にみえ る.第1実 験 より第2実 験の方が,又 第
4実験 より第5実 験 の方 が性 ホルモ ソ環境への
影響が大 きい と思推 され るに拘 らず,脾 と異な
り肝星細胞 の変化 はいつれ も第1及 び第4実 験
群 の方が顕著 であ ることは,E投 与の影響 の複
雑性 を示す もの である.
Cortisone投与 では肝細 胞の腫大,sinuso-
id,ディッセ腔 の消失,星 細胞 の萎 縮等,井 関
(195626))が網 内系機能 の障碍を証明 した と全
く等 しい所 見を得た.ス ロン溶媒の投与は肝に
於 て も亦脾 と等 し くCortisone類似 の所 見が
み られた.除 睾後 のCortisone投与 では初期
肝細胞 の腫大,sinusoid,ディ ッセ腔狭小化,
星細胞 の縮小 を,後 では肝細胞 の萎縮,離 解,
sinusoidの開大,星 細胞の肥大,増 殖をみ,
初期 はCortisone投与の影響が強 く,後 では
去勢 の影響 が現 れた如 くで,し か も脾 に比べて
肝 の所見 は軽 度であつた.
結 論
健常雄性 ラッテ及 び去勢 ラッテにEstrogen
或 はCortisoneを種 々の期 間に亘 り投与 し,
これ等 が脾及 び肝の組 織学的特に網内系へ の影
響 をtrypanblue生体染 色法 に より観察 した.
生体染色陽性細胞(以 下生染細胞 と略)と して
は脾 では脾 髄,濾 胞に於け る細網細胞,脾 洞内
皮及 び脾髄 細胞,肝 では星細 胞が挙 げ られ る
が,1標 本毎に3視 野を無作意に選 び生染細胞
を算 え,比 較検討 し次 の如 き結果 を得た.
1)Estrogenは低単位(0.1mg/day),高単
位(1.Omg/day)投与何れ も脾 では初期生染細
胞 の著 しい増加,後 脾髄 の懸粗化 と共 に減少傾
向 を,肝 でも星細胞 の著 しい増加 をみた.
2)去 勢 では脾に於て脾髄 の霧粗化,生 染細
胞 のi著しい減少,後 恢復 を,肝 では肝細胞 の萎
縮,星 細胞 の肥 大,増 加,ひ いては血中脱落を
認 めた.
3)除 睾術後4週 を経 てか らのEstrogen投
与 では,脾 に於て初期生染細 胞 の増加,後 減少
傾 向を,特 に高単位投与 では叙上 の変 化が著し
かつた.肝 でも星細胞 の増加 を認 めた.
4)Cortisone投与では脾に於て 脾 髄 の 収
縮,生 染細胞 の減少,肝 では肝細胞 の腫大,星
細胞 の萎縮 を認め,こ れに除睾術 を併用すると
脾 では去勢 の影響 が,肝 ではCortisoneの反
応が強 く現 れた.
叙上 の所 見か らEstrogen,去勢は脾及 び肝
の網 内系細胞 を刺戟 して血中脱落 を促 し,結 合
織特 に前立腺間質結合織 の組織球 の増加の一因
をなすのではないか と思推 され る.Cortisone
投与 は網 内系に対 し抑制的影響を及ぼす ものと
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脾洞(中 央)の著しい拡大,髄 索(右 上隅)の 懸粗
化,全 体 として細胞減少状態を示す
写 真6脾(Cortisone1.25mg/day2週間投 与)










写真9肝(ス ロ ン1.Omg/day2週間 投 与)
星細胞 の著 しい肥 大,増 加,負 食 能 の充 進,sinus・
oid,ディ ノセ腔 の狭 小 化 を み る
写 真10肝(除 睾 術 後4週)
肝 細 胞 索 の細 小化,sinusoid,ディッ セ腔 の拡 大,
星 細 胞 の 増 加 を来 す
鑑灘難i羅
写真11肝(除 睾 術 後1週 十Cortisone1.25mg/day
1週間投 与)
肝細 胞の著 しい 腫 大,原形 質 の淡 明化,sillusoidの
狭小化,星 細 胞 の縮 小,貧 食 能 の 減 退 を み る
塗緊.鴬 蕊.._.,く 、蘭4
写 真12肝(除 睾 術 後6週+Cortisone1.25mg/day
6週 間 投与)
星 細 胞 の肥 大,増 加,貧 食 能 の充 進,sinusoid,デ
ィ ッセ腔 の拡 大 を 来 す
